
■体温とは体深部の温度のことです。舌下や腋下が体深部と同じ温度に上昇するの
に5～10分の時間を要します。正確に体温を測るためには、体の仕組みの関係
で時間がかかるのです。

■運動、入浴、食事のあとは、体温が高くなっていますので、30分間ほどは検温をさ
けてください。

■いつも同一の部位、一定時間で検温してください。
＜舌下の場合＞

検温前に5分間ほど口を閉じたのち、感温部を舌の裏側のつけ根に
入れ舌で密着させ口を閉じて体温計が動かないようにしてください。
＜腋下の場合＞

検温前は腋の下の汗をよくふき、腋を5分間ほど閉じたのち、くぼ
み中央部に感温部を押し当て、図のようにしっかりと密着させ体
温計が動かないようにしてください。
＜検温時間＞

平衡温*を測るには舌下で5分、腋下で10分以上かけてください。
*平衡温とは安定した体温をいいます。

■検温場所で差があります。
同じ舌下や腋下でも、感温部の当たる検温ポイントで温度差があり、検温値は微
妙に異なります。正確な検温のためには、いつも温度の最も高いところで測って
ください。
また、舌下と腋下では体温に0.2～0.5℃の差があります。
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品 質 保 証 書
このたびは、オムロン製品を、お買い求めいただきありがとうございました。製品は厳重な検査を行ない高品質を確保し
ております。しかし通常のご使用において万一、不具合が発生しましたときは、保証規定によりお買い上げ後、一年間は
無償修理いたします。

※製品の保証は、日本国内での使用の場合に限ります。
This warranty is valid only in Japan.

発売元

〒615-0084 京都府京都市右京区山ノ内山ノ下町24番地

保証規定

1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書にしたがった正常な使用状態で、お買い上げ後1年以内に故障した場合には無償修理いたします。
2. 無償修理期間内に故障して修理を受ける場合は、オムロンお客様サービスセンターにご連絡ください。
3. 無償修理期間内でも次の場合には有償修理になります。
（イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷。
（ロ）お買い上げ後の落下などによる故障および損傷。
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や電源の異常電圧、指定外の使用電源（電圧、周波数）などによる故障および損傷。
（ニ）本書の提示がない場合。
（ホ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き替えられた場合。
（ヘ）消耗部品。
（ト）故障の原因が本製品以外に起因する場合。
（チ）その他取扱説明書（本書）に記載されていない使用方法による故障および損傷。
4. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。
5. この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無償修理をお約束するものです。したがってこの保証書によってお客様の法律上
の権利を制限するものではありません。

6. 補修用部品は製造打ち切り後、最低6年間保有しています。

■このたびは、オムロン製品をお買い上げ
いただきましてありがとうございました。

■安全に正しくお使いいただくため、ご使
用前にこの取扱説明書を必ずお読みくだ
さい。

■本書は、いつもお手元においてご使用く
ださい。

■本書は品質保証書を兼ねています。
紛失しないように保管してください。

取 扱 説 明 書

MC-105

MC-106B

MC-107BW

MC-108L

電子体温計けんおんくん

医療用具許可番号24BY0001

■本書に記載しているイラストは
イメージ図です。

お買い上げ店名

印

住　所

TEL （ ）

お買い上げ年月日　　　年 月 日

※以下につきましては、必ず販売店にて、記入捺印し
ていただいてください。

品　名 電子体温計けんおんくん
型　式 MC-105/MC-106B/

/
ご芳名

ご住所

TEL （ ）

MC-108LMC-107BW

●ここに示した警告サインと図記号の例は、製品を安全に正しくお使いいただき、お使い
になる人や、他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するためのものです。

●表示と意味は次のようになっています。

●記号は強制（必ず守ること）
を示します。
具体的な強制内容は、●の中や
近くに文章や絵で示します。
上図の場合は“一般的な強制”を
示します。

記号は禁止（してはいけない
こと）を示します。
具体的な禁止内容は、 の中や
近くに文章や絵で示します。
上図の場合は“分解禁止”を示し
ます。

△記号は注意（警告・危険を含
む）を示します。
具体的な注意内容は、△の中や
近くに文章や絵で示します。
上図の場合は“破裂注意”を示し
ます。

警告サインの内容について

図記号の例

誤った取り扱いをすると、人が死亡ま
たは重傷を負う可能性が想定される内
容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を
負ったり物的損害*の発生が想定され
る内容を示します。

*物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットに関わる拡大損害を示します。

警告 注意 

警告 

乳幼児の手の届かないところに保管してください。またお子様だけでの
ご使用は避けてください。
•自分で無理に測ろうとしてけがをする恐れがあります。

必ず守ること  

小さなお子様がプローブの先端で目を突かないようにしてください。
•失明する恐れがあります。

小さなお子様が電池カバーをなめたり、いじったりして電池を飲み込ま
ないようにしてください。
•電池を飲み込んだりした場合、息がつまったり、体調悪化の恐れがありま
す。万一、電池を飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談してください。

注意 

万一、電池の液が目に入ったときは、すぐに多量のきれいな水で洗い流
してください。
•失明など障害の恐れがありますので医師の治療を受けてください。

電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。
•乳幼児が電池を飲み込む恐れがあります。万一、電池を飲み込んだ場
合はすぐに医師に相談してください。

必ず守ること  

万一、電池の液が皮膚や衣服に付着した場合は、すぐに多量のきれいな
水で洗い流してください。
•けがなどの恐れがあります。

電池の を間違えないようにしてください。
使い切った電池はすぐに取り外し、新しいものと交換してください。
長期間（3ヵ月以上）使用しないときは、電池を取り出しておいてくだ
さい。
•漏液、発熱、破裂などを起こし、本体を破損させる恐れがあります。

お願い

• 人間の検温以外には使用しないでください。
• 本体に強いショックを与えたり、落としたり、踏んだり、振動を与えたりしな
いでください。

• 本体が水にぬれているときは、電池カバーを取り外さないでください。また、
内部の部品を取り出さないでください。

次のものが
入っていますか？

正確に測るために

箱の中には次のものが入っています。
万一、不足のものがありましたら、
オムロンお客様サービスセンター
（ 0120-30-6606）までご連絡ください。

3 収納ケース2 お試し用電池
（アルカリマンガン電池LR41×1個）
約3年（10分／1日1回）使用できます。
付属の電池はお試し用です。上記の年数
以内に寿命が切れることがあります。

4 取扱説明書
（本書：品質保証書付き）

※お買い求めのときは本体に内蔵されています。

1 本体

安全上のご注意

■基礎体温は、毎朝床の中で
基礎体温を正しく比較するためには、できるだけ毎日同じ状態のときに検温す
ることが望ましいのです。そのためには、朝目がさめてまだ体を動かす前の床
の中にいる状態での検温が最適です。
■舌下で正しく
検温前に5分間ほど口を閉じたのち、感温部を舌の裏側のつけ根に入れ、舌で
密着させ、口を閉じてください。会話や飲み物を飲んだ直後の検温はさけてく
ださい。
■検温後の記録
基礎体温記録用グラフ用紙が付属しています。検温後の記録にお役立てくださ
い（MC-108Lは、基礎体温を測るだけでなく、一般の体温計としてもお使い
いただけます）。

MC-108L基礎体温について

注意 

分解や修理、改造をしないでください。
•検温値に誤差が生じたり、故障の原因になります。

電池を火の中に投げ込まないでください。
•電池が破裂する恐れがあります。

分解禁止 

破裂注意 

プローブは噛み切らないようにしてください。
• 体調悪化の恐れがあります。万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師に相
談してください。 してはいけないこと 

基礎体温記録用グラフ用紙
（MC-108Lのみ)

機種別表記の説明：この取扱説明書は4機種兼用となっているため、機種による機能
の違いを次の色で区別しています。
MC-107BW の機能説明のとき、MC-108L の機能説明のとき

お使いになる前に必ずお読みください



こんなとき

電池カバーを矢印方向に取り外します。
電池おさえのネジをプラスドライバーでゆるめ取り外
します。
古い電池を図のようにつま楊枝などで取り出します。
※金属製のピンセット、ドライバーなどは使用しない
でください。

新しい電池の＋側を上にして図のようにセットします。
電池おさえのネジを取り付け、プラスドライバーで締
めます。※無理に締めすぎないでください。
電池カバーを矢印方向に取り付けます。

1615059-7E

別売品／舌下用プローブ･カバーEタイプ（100枚入）

MC-108L表示

電池カバー

電源スイッチ表示部

表示マークの説明

感温部

プローブ
（抗菌樹脂使用）

本体
（抗菌樹脂使用）

32.0℃未満のとき

MC-108Lは32.00℃のとき

42.0℃を超える
とき

MC-108Lは42.00℃のとき

電池交換表示。電池を
交換してください

1

2

3

4

電源スイッチを押して、
電源を入れる

検温する

検温値を確認する

電源スイッチを押して、
電源を切る

表示部が右図のように変化します。

※全点灯表示は表示部に故障がないこ
とを示しています。

表示値が37.0±0.1℃であれば本製
品は正しく動いています。

検温準備完了表示（℃マークが点滅）
※周囲温度が32℃以上の場合、右図L
のかわりに周囲温度が表示されます。

MC-108Lは37.00±0.05℃

MC-108Lは4桁表示 全点灯表示 全点灯表示

検温準備完了表示
(℃マークが点滅）

検温準備完了表示
(℃マークが点滅）

検温中表示
(℃マークが点滅）

検温中表示
(℃マークが点滅）

感温部を測定部位に密着させ、
10分間検温してください。
（舌下の場合は5分間）
※L℃表示から温度表示に変わり、次第
に上昇してきます。
検温中は、℃マークが点滅します。

体温計の温度上昇が少なくなると
（0.02℃／8秒以下)お知らせブザー*
が鳴ります（約3秒間）。

※電源を切り忘れたときでも、約30分後に自動的に切れます。
※続けて検温する場合は、一度電源を切ってから始めてください。

※使用済みの電池の廃棄方法は、お住まいの市区町村の方法に従ってください。

オムロンお客様サービスセンター 

オムロン健康製品のお問い合わせは 

ダイヤルは正確に 受付時間 
9:00～19:00 月～金(祝日を除く) 
都合によりお休みをいただいたり、 
受付時間帯を変更させていただく 
ことがありますのでご了承ください。 
 

 

ホームページ  http://www.healthcare.omron.co.jp/ 
※通信料はお客様ご負担となります。（別売品・消耗部品は、インターネットでもお求めいただけます。） 

修理のご用命、別売品・消耗部品のお求めも、 
この電話で承ります。 
修理には、便利な引き取りサービスをご利用ください。　　 

※お断りなく仕様を変更する場合がありますのでご了承ください。

おかしいな？と思ったら

電池の交換

※上記の方法でも、正常に検温ができない場合は故障が考えられます。製品の故障および
修理の依頼につきましてはオムロンお客様サービスセンターまでお問い合わせください。

体温計はいつも清潔にしてお使いくだ
さい。
本体の汚れは乾いたやわらかい布でふ
き取ってください。
汚れがひどいときは、水または中性洗
剤をしみこませた布をかたく絞ってふ
き取り、やわらかい布でからぶきして
ください。
※本体は防水性ではありませんので、
本体内部に水などが入らないように
してください。

■お手入れと保管の注意
汚れを落とすとき、ベンジン、シンナ
ー、ガソリンなどを使用しないでくだ
さい。
次のようなところに保管しないでくだ
さい。
・水のかかるところ。
・高温・多湿、直射日光、ホコリ、塩
分などを含んだ空気の影響を受ける
ところ。
・傾斜、振動、衝撃のあるところ。
・化学薬品の保管場所や腐食性ガスの
発生するところ。

※上記の注意事項、その他の正しい使用
方法をお守りいただけない場合は、品
質に責任を負いかねます。

お手入れについて
保管について

お手入れが終わったら、本体を付属の
収納ケースに入れて保管してください。

名 称 電子体温計けんおんくん

型 式 MC-105／MC-106B／MC-107BW／MC-108L

電源電圧 DC1.5V（アルカリマンガン電池LR41×1個）

消 費 電 力 0.05mW

電 池 寿 命 連続使用で300時間以上（1日10分間使用で約3年）

感　温　部 サーミスタ

体温表示 3桁＋℃表示0.1℃毎

4桁＋℃表示0.01℃毎（MC-108L）

測 定 精 度 ±0.1℃（標準室温22℃にて）

±0.05℃（35.00～39.00℃)、（標準室温22℃にて）（MC-108L）

測 定 範 囲 32.0～42.0℃

32.00～42.00℃（MC-108L）

ブ　ザ　ー 電子ブザー（約3秒間）※MC-105は機能なし

質　　　量 約11g（電池含む）

外 形 寸 法 長さ130×幅17×厚さ10mm

使用環境温湿度 ＋10～＋40℃、30～85%RH

保管環境温湿度 －20～＋60℃、30～95%RH

防　水　性 JIST1140に定められた防浸形に準ずる（MC-107BWのみ）

付　属　品 収納ケース、取扱説明書（品質保証書付き）、

基礎体温記録用グラフ用紙（MC-108Lのみ）、

アルカリマンガン電池LR41×1個（本体に内蔵）

*MC-105はブザーが鳴りません。

このとき、数字は表示されたままで、消えることはありません。
より正確な体温（体深部の温度）を知るにはさらに最低2分間は測定
を続けることをおすすめします。
※感温部がずれたり、上昇中に取り出した場合もブザーが鳴ってしまうこ
とがあります。

電源スイッチを押しても表示部が
点灯しない

体温が正常に表示されない

点検するところ

電池が消耗していませんか
電池が正しく入っていますか

舌下または腋下に感温部が密着していますか

本体を裏返し電池カバーのネジをプラスドライバーで
ゆるめ、取り外します。
電池カバーを矢印方向に取り外します。
古い電池を図のようにつま楊枝などで取り出します。
※金属製のピンセット、ドライバーなどは使用しない
でください。

新しい電池の＋側を上にして図のようにセットします。
電池カバーを矢印方向に取り付けます。
電池カバーのネジをプラスドライバーで締めます。
※無理に締めすぎないでください。

MC-105／106B／108Lの場合

防浸形MC-107BWのお手入れ
•本体は防浸形です。汚れた場合は軽
く水洗いしてください。

•水洗い後は、ティッシュなどで水を
ふきとってからご使用ください。

•激しく水をかけたり、長時間水につ
けたままにしないでください。

検温のしかた
お手入れと保管

仕　　　様

各部の名前

MC-107BWの場合

電池は電気店か時計店などで、LR41をお買い求めください。
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